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大阪鶴見ロータリークラブテーマ 「 Refine　より良いクラブへ 」

（2ページに続く）

職業奉仕月間

アメリカではトランプ大統領が20日に正式に就任しま
した。就任前から彼より グリーンランドを購入しアメリカ
の領土とするという発信があり驚かされました。そこで今
回は領土を拡張する事の過去と未来を考えてみます。
アメリカは過去より領土を得てきています。アラスカは
1867年にロシアから購入しています。ハワイは1898年に
併合しています。グアムはもともとスペインの植民地だっ
たところをスペインとの戦争に買って賠償ということで
1898年に譲受されました。サイパンは日本との戦争に勝
ちアメリカ領となりました。
ヨーロッパ列挙諸国はかつて各地に植民地を得ました
が、後に植民地国は独立し、領土拡張に至っていません。
ソビエト連邦は1917年のロシア革命にて周辺国とソビエ
ト連邦を構成しましたが、後に崩壊しました。 
昨今の世界情勢を見ていても、長期的視点に立つと 現
在も大国による領土の寡占化の途上にあるようです。そし
て歴史は 正しい者が勝つのではなく、強い者が勝ち、勝
った者が正義となり歴史が作られるという事実が大前提

我らの生業 富士の山
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であることを語っています。よって日本という素晴らし
い国を残したいのであれば、それなりの力をつけてい
くことが求められることが自明となります。
領土拡張の観点では、支配層が現地で多数派にな
らないと領土の拡張は成功しないという法則が見えて
くると共に、人間の本能に即した理念を持つ社会を構
築しないと支持を得られないことが分かります。
その社会とは 生存が保障されていることが最低限で
あり、その上に自由と平等が担保されている社会ではな
いでしょうか。私もロータリークラブの活動を通じて、
より良い社会づくりに貢献したいという思いに至った一
週間でした。

未定新年夜例会



（１ページより）

累計　￥119,000.-￥13,000-　　　　　

委員　濃添　敬造

累計：￥24,000.-￥7,500.-

稲 垣 会員 新年早々の欠席　申し訳ありませんでした
今年もどうぞよろしくお願いいたします

秀島 会 員 トランプ大統領就任ですね。
どうなることやら？？　はてさて…

大 草 会 員 本年もどうぞ宜しくお願い致します

山 崎 会員 遅ればせながら、あけましておめでとうござ
います　今年もよろしくお願いいたします
新年早々　家内がインフルにかかり大変で
した　おかげで近隣のスーパーの棚割りを
かなり把握しました！！

累計　￥314,000.-￥6,000.-

皆様、こんにちは。
本日は出席率が少し低いようです。
皆様お声がけの上、出席頂ければ幸いです。

「ロータリーの友」２０２５年１月号のご案内をいた
します。新年第１号のRI会長をメッセージが巻頭に掲載
されています。また１月は職業奉仕月間で、今回は「四つ
のテスト」についてのいろんな角度からの解説がなされ

「ロータリーの友」２０２５年１月号のご案内をいた
します。新年第１号のRI会長をメッセージが巻頭に掲載
されています。また１月は職業奉仕月間で、今回は「四つ
のテスト」についてのいろんな角度からの解説がなされ
ております。皆さんご存じのことが多いとは思いますが、
一読に値するものと思います。蛇足ですが、四つのテスト
を今一度考えるにあたって、ロータリーの職業倫理という
枠を超えて、今の政治・社会を考えるに、世界の情勢、国
内の出来事、SNSに惑わされる現状等 「々四つのテスト」
の倫理観を重くかみしめたいと思うのですが、いかがで
しょうか。

▢来週1月28日は西野会員の「やまと」にて新年会です。
 直行される方、モントレからバスで行かれる方、集合
時間にお気をつけくださいませ！

▢5月10日（土）IM3組EXPOフェスタの参加申込がは
じまりました。
受付に申込書を準備しております。全員参加ですの
で、記入よろしくお願いします。

▢6月7日（土）大阪鶴見RCの40周年記念式典が開催
されます。
近日申込書をご用意します。ご家族様とご一緒にご
参加いただきたく、皆様の予定確保よろしくお願い
します！！

１７日に皆さんにハイライトよねやま２９８を送
付いたしました。昨年１０月の米山月間に地区米山
副委員長の松田様と米山学友会会長の呉　偉偉さ
んに卓話をしていただきました。また米山奨学委員
会の事業をより理解して頂きたく、毎月送られてきま
すハイライト米山を送らせて頂きました。米山への寄
付があまり芳しくありません。是非ご精読頂き米山奨
学委員会へのご寄付を宜しくお願い致します。

米山奨学委員会報告 委員長　   中村　浩一

「ロータリーの友」 1月号 記事紹介
広報・IT・会報・雑誌委員会報告

幹事報告 幹事：中森　恭平

米山奨学会感謝状

ロータリー財団寄附の認証(PHF）



担当：源会員

担当：小栗会員

「ロータリー運動と申しますものは、倫理運動であると
いうことであります。即ち、ロータリークラブは、寄付団体
でも慈善団体でもボランティア団体でもございません。
ロータリアンに奉仕の心を授け、倫理を提唱していく団
体、即ち、ロータリアンの心の開発を第一義とする団体で
あります。」
「ロータリーのロータリーたる所以は職業奉仕の実践
にあり、職業奉仕の実践は例会出席から始まる。」

深川純一パストガバナーの教え　純粋な職業奉仕
職業奉仕の原点をシンプルに理解する

・どうしても心に留めておいて欲しいこと

会員同士がお互いに学び合うのがロータリーであり、
例会の目的でもある。　　貴重な経営ノウハウ、貴重な
体験談を持ち寄り、情報交換をして自分の経営に取り入
れる。自分の仕事を天職と思え

・学び合うことの意義と心得

自分の仕事の社会的意義を自覚して仕事をしないと
職業奉仕にならない
社会的意義の自覚の差が仕事の質に表れる
ロータリーの職業奉仕は、心を重視する精神的奉仕
ロータリーは法の世界ではなく、倫理の世界

・職業奉仕の本質、仕事は心でするもの

「行動に愛を込めるということは、職業を倫理的に営む
べし、倫理的な商売を営むべしということであります。」
常に相手を思う心を持って仕事をする。相手のことを
考えずに仕事をすることは職業奉仕の理念に反する

・職業奉仕の実践の基本は、仕事に愛を込めること

「入りて学び、出でて奉仕せよ」
例会に入れば親睦のうちに倫理を学び、例会場を一歩
出れば奉仕の実践の場
「ロータリーの例会は人生の道場である」日本ロータリ
ー創設者 米山梅吉
ロータリーの奉仕は、クラブとしての奉仕より個人奉仕
が基本
職業奉仕の本当の実践の場は自分の会社。対象は社
会、及び、ステイクホルダー

・職業奉仕の実践の場とは

お金や物資での支援の結果、相手が自立能力を失っ
てはならない
自立をアシスト、バックアップするのが真の有効な支
援

・社会奉仕の基本は自立心の育成にある

「慈善事業はロータリーでなくてもできる。ロータリー
の第一義はロータリアンの心の開発であり、それに基づ
く職業奉仕の実践によって自分の職業を安定させて、然
る後に余裕があれば、慈善事業を実践してもよい。」
「ロータリー財団に対する寄付も大事でありますが、一
番大事なのは、同業関係とか自らの取引関係そしてロー
タリアン自身の企業を如何にして管理していくか、どんな
不況期にも潰れない強靭な体質の企業を作り上げるに
はどうするのか、これがロータリーにとって一番大事な問
題なのであります。」

・ロータリーにおける倫理運動と奉仕活動のプライオリティ関係

①ロータリーは、自由競争を前提としており、企業の
儲けを否定しない
②儲けを否定すると倫理統制が強くなり過ぎる
③企業は適正な利潤を超えて儲けてはならない
④企業は儲けを受け取って幸せに、顧客も商品を受
け取って幸せに
⑤商取引とは、商品と金銭の交換だけでなく、満足と
感謝の交換、お互いの信頼の交換
⑥満足、感謝、信頼の営みを続ければ、企業は信用の
構築ができる
⑦信用のある企業が栄えれば社会も栄える

・ロータリーの企業の儲けに対する考え方

卓 話

1月21日【1853回】

会員数　 　 　 　 2 7 名
（内出席規定免除  8名）

出席会員   16名中 10名

出席免除会員  8名中  3名

休止会員 　　　　　3名

出 席 率 12/21 68.42%

ビジター　　　　 0名

ゲスト　　　　　 0名

出席総数　　　　 13名

前々回  18/21 Ｍ/Ｕ 1名

修正出席率 12月17日 286.36%

担当：山本会員

クラブフォーラム
職業奉仕部門




